IH 巧飯ジヤー保証書 


持込觸 


取扱説明書•本体表示などのを意書きに従った使用状態で保証期間巧に故障した場合口ま、無料修理いたします。製品と本書を 
ご持参のラ；え、お買し)上げの販売店にお申しつけください。製品のある場所での出張修理や製品翰送の場合は、出張料や輸送料 
などの実費を申し受けます。 



《印巧に記入のない場合は無効となりますので、必ずご確認ください。 

1. ご転居•ご贈き品などでお買し化げの販売店に修理をご巧頼になれない場合は、巧なのお客様ご相談窓口にご連絡くださし、 

2. 保証期間巧でを巧の場合には有料修理[なります。 

(イ)使用上の誤日や不当な修理•改造による故障および損傷。 

(口お買い上げ後の輸送•移動•落下などによる故障および損傷。 

(八)义巧•地巧•か杳•落雷•その他の天が地を、公害•塩香•虫畜•ガス香(硫化ガスなど)、異巧谭圧•指定かの使巧蛋源 
(殖圧•周波数)などによる故障および掘煩。 

(二)一般巧庭用姑か(たとえば築務用など)に巧用された場合の巧降および蝶煩。 

(ホ)車両•船肺などに挺載された場合の故巧および損傷。 

(へ)本香のご巧おびない場合。 

(卜)本まにお買い上げ年月日’お客様を‘販売おちの記入のない場合、あるいは宇巧を害をびえられ忙場合。 

(チ)消耗品などのを換。 

3. 本害は曰本国内においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan . 

4. 本書は盗難•义災などの不可抗力切がで紛失された場合は再発行いたしませんので、大切に巧管して<ださい。 


♦お客様にご記入しすこだいた記載内容は、保証期間巧のヴーピス活動およぴその後の安全点検ま動のために利用させていただく 
場合びございますので、ご了を < ださい。 

♦この保証書は、本書に明おした期間•条件のもとにおしで無料修理をお約束ずるものです。したびって、このな証害によって保証書 
を発行しているち(保証責任ち)およびそれなかの事業ちに対するお客様の法律上の権利を制限するをのではありませんので、 
保証期間経週後の修理などにつし)てこ•不明のち合は、お頁し化げの販売店または弊なのお客様ご相談窓口にお問い合わせくだ 
さし、。 
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取扱説明書•お料理ノート 



•このたびは、お買い上げいただを、まことにありぴとう 
ございました。 

♦取扱説明書をよ< お読みのラえ、正しくお使いください。 
お読みになつたあとは、大切に保管してください。 
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まを上のご注意 がずお巧0<だをい 


お使いになる人や化の人へのを害、財産の損害を未細こ防止ずるため、化ずお巧りし、ただくことを説明していまず。 

■誤コた巧し、方をしたときに生じるち巧や巧きの程度を、 ■お守りし、ただく巧きを、次の区分で巧巧しています。 

次の区分で説明していまず。 


A 警告 

死 t ： や重傷に結びつ < 恐れびある ' 
內容です。 

A ま意 

軽傷または家屋•家財などの損害に 
結びつ < 恐れげある内容です。 j 


己^損口に J I Q 実行しなけ机ずな5ない悄お」内容です。 

立警告 






改造はしない。また、修理巧おちながの人は 
分解した0巧巧巧しない 

义が•感ち•けびの原因になります。修理はお買い 
上げの販売店または薛社のお客様ご相談窓□に 
ご相談ください。 


巧気□に手を処れない 

やけどをすることぴあります。 

特に乳幼巧にはさわ日せないよラごま息 < ださい。 


めれ た手で莲込み ブラグ巧 抜を 差ししない 
感雨•けびをすることげち0ます。 

水につけたり、水をかけたりしない 


0 


水につけたり、水をかけた c 
本体内部にも水を入れない 


Q 


ショート‘感電の恐れびあります。 


本な:ほ部の通な□やすを間にピンやかを 

および金届巧などの異巧を 

入れない 


感里•異巧動作してけびをする 
ことびあります。 


€ぉお おホ 


子供だけで巧わせたり巧巧の手の届くところで 
使わない 

やけど • 感電 • けびをずる恐れびあります。 


巧扱悦巧含•お料理ノートに記載の巧巧•巧涅， 
J 、•ンメニユーなかの用逊こ巧わない 

-貪がをポ U 袋などに入れて加熱する料理 
. クッキングシートなどの落としぶたを入れた料理 
や蒸し物 

蒸気経路などび詰まる原因になりまず。 


巧巧中は巧巧にかぶたを開けたり巧田!をせない 

やけどをする恐れびあります。 

コードや黃込みフラグが傷んでいたり、 
コンセントの是し込みがゆるいときは 
巧巧しない コンドノト 


感電•シヨ ーh •発义の 
原因になります。 



〇 


コードをなつけない 

無理に曲げたり、弓Iっ張ったり、ねじったり、たばねたり、 
高温部に近づけた D、 重い巧のをのせたり、挟み込ん 
だり、加工したりするとコードが破損し、义災•感语の 
原因になりまず。 

交流… 0 V はがでは巧巧しない 

义災-感電の原因にな0ます。 

差込みプラグに蒸なぞ当てない 

コンセントに差した差込みフラグに蒸気を当てると 
シヨート•発火の原因になります。スライド式テーブル 
では差込みフラグに蒸気び当た5ない位置でお使 
いください。 


差込みプラグはコンセジトの奥まで1/〇かり是し込む 

感蛋•ショート•発煙•発火の原因になります。 

定格1已 AJ な上のコンセント巧単巧で使ラ 

化の器具と併用すると分岐コンセント部び異苗 
発熱して発义することびありまず。 

ま込みプラグの巧（プラグの先端）および巧の 
根元にほこりび付ちしている巧合は、よくふく 

火災の原因になります。 


•お頁い上げの製品と本含に旧巧したイラストは異なることびちります。 
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_^警_鱼_ 

〇 異常•故ち時には直ちに使用を中止ずる そのまま使用ずると発煙•発火•感電けびに至る恐れびありまず。 
〈吴巧•巧 居 巧! > •差込みフラグ•コードび臭巧に熱くなる 

• コー问こ傷がついたり、触れると通呈したりしなかったりする 
.本体びを形した0、異常に蘇い 
• 本体から煙び出た0、焦げ <さいにおいびする 
. 本体の一部び割れた0、ゆるみやびたつをび友る など 

このような場合は、すぐに差込みプラグを巧いて、巧売店に化ず点な • 修理を巧巧する 




么ミま 


使用中や使用直後は、高温部に曲れない 
またかぶたを巧けるとをの巧気、ご飯を 
ほぐすとまには、手び特に内ぶたセットー 
なべなどに当た S ななべなどの金属部 -V 

ぃょぅにをちする 課 

やけどの原因になります。 ぶ 


本体を持ちちぶとをは、 
プッシュボタンに姐れない 
がぶたび巧いて、けが•やけどを 


0 


することびあります。 


プッシュポタン 



Q 


すま定なな所やおに現いおおの上では巧巧しない 

乂巧の原因になり或ず。 

アルミシート •《[ 気力ーペットの上で皮用しない 
アルミ材び兒巧し、発煙嘴义の原因になります。 

荷重強度び不足しているスライド式テーブルで 
は使わない 

スライドまテーブルび破損して炊巧ジャーびを下し、けび • 
やけどの原因になります。巧重強度は、 12kg な上のをのを 
お使い < ださい。 

化のかかるところや、化気の近ぐでは巧巧しない 
感里•焉里•をおの原因になります。 


を 

〇 


専用なベなかは巧用しない 

なべび週熱した0、異常動作の原因になります。 

里やを貝の近ぐで巧わない。キッチン用吸巧切!など 
で巧うときは、中に蒸新折:も5ないようにする 

巧気または熱で壁やま具を巧め、変色•を形の原因に 
なります。 

本な:巧持ち運ぶ時は、本な州 H かなし、ようにずる 

内容物によってはこぼれる場合ぴありまず。 

巧巧時ながは、差&みプラグ巧コンセントか5巧く 
けび•やけと‘•お緑劣化による感亀•漏巧义災の原圆こ 
なりまず。 

おを入れは巧めてから巧う 

巧温部に牠れ、やけどの恐れびあ0まず。 

差込みブラグを巧くと巧は、コード巧持たずに 
化ず巧畑の是込みフラグ巧持って弓 I を巧< 

巧虽 •シヨー トして巧乂ずることびあります。 

コードを巻を取るとまは差込みプラグち持って行う 

差这みフラグび当たって、けびをずることびありまず。 

むベースメーカーなど巧お使いの方は、本»1品の 
ご獅こおたって医巧とよくご相战ください 

本製品の動作がぺースメーカーに影看をちえることびあります。 


お願い 


巧気に弱いをのを近づけない 

テレビ•ラジオ•インターホン•無線 搪 •電話などは、雑音の入る 
恐れびあります。キャッシュカード•自動改札用定期券カセット 
テープなどは、記憶が消える恐れげあります。 

本が:將に巧気 □) には、ふまんなどをかけない 

本体やがぶたなどの変お‘変色の原因になります。 

なべになちつけたり巧おさせない 

うまく炊けない原因になります。 

本が库巧やなべにご巧粗や米巧などの異物がついたまま 
使用しない 

うまく炊けない原因になります。 

空だきをしない 故障の原因になります。 

IH クッキングヒーターの上で巧わない 

故障の原因になります。 


水をかけたり水分巧さんだものの上に置かない 

感電•巧障の原因になります。 

直が日光が当たる巧で巧わない 

変色の恐れびあ日ます。 

他のち気な樹こ巧気が当たる巧所では巧。しない 

蒸気により、重気機器の火が•故障•巧色•巧おの原因になりまず。 

本巧ほ部の适気口をみをぐようなち所(が巧•じゅうたん I 
ビニール袋•アルミシートなどの上)で使用しない 

故障の原因にな日まず。 

本はや本体のまわりは、滴紙〔して巧用ずる 

機能•性能を維持するため、本体口ま通気□を設けてありま 
すび、この巧からほこりや虫び入ると故障の原因になります。 
また、虫などび入り巧障した場合は、有料修理になります。 
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各部のなまえと扱い方 


八ンドル 


持ち運びのときに使う 


巧気ロキャップ 


►が飯時に蒸気び出て高ミ届に 
なるので注意してくだをい。 


プッシュポタン 


かぶたの巧め方 


かぶたを開けるとさに押す 


操作部 



かぶたは r カチ‘ッ」と音が 
ずるまで巧実に巧して 
巧める 

爛こ閉までいない1^0 
場合、欣飯中や保温中 
にがぶたび開<恐れが 
あ0ます。 



中央部を巧して<だをい 


差込みプラグ 


.コード 


欄側) 


觸部) 


差込みフラグを持って引く 
(赤マーク政上引き出ごなし)) 



差込みフラグを持って、呂〜 3cm 
弓Iしで戻すと自動的に巻を込む 


»熱巧一 


巧ぶたとつ手(左ち2力所) 


内ぶた七ットを持ち里ぶときに使う 


サイドセンサー 

(本体内側） 



内ぶたセット止め具 

巧ぶたセットの取 D はずしぶ日つけのとをに使う 
Iお手入れ後、巧ぶたセットを化ず取0つけまず。 
巨 


0•ぶ 

こ'—、 

逊 
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ふたセンサー 
燕気□パツキン 


しゃもじ致す取りつけ部 

庙も2力巧） 


紳8日 mL 備怡）紳 71mL (約1合) 


しゃちじ受けのつけ方 

2力巧のツメを本体に強めに押し。:!■なびら 
の))、脚をしやをじ受け取りつけ部の巧に 
差し込む(②） 


しやもじ受けのはずし方 
•しゃもじ到ブをひねり 
なびらはずす 


しゃをじ受け 
取りつけ部 



操作部 


なべのフツ病«膜は巧用により消耗します。 

•色むらびできたり、はびれることびありますび、性能や衛生上のを障はありません。人体への影咨(害)はなく、 
炊が保温をするうえで問題なくご使用しただけまず。 

• フッ素被膜のはびれが気になるときや、なべびを形したときは、磨入できます。 --P.26 


V 


♦キーは確実に押してください。 

•巧巧音の変化や、 r 巧飯/再加！朗キ ー、r とりけし」キー中央の(I 

表示部- 

(すべてを表していますび、お使いになる中でこのような表巧はしません。） 
巧晶部を巧などでこすると黒いおび出る場合びありますび故障では 
ありません。常ち気による現をでありしばらくすると、もとに戻ります。） 

r メニュ ー J キー- 

メニューを适ぶとをに使ラー P.8 
キッチンタイマーを入切するときに 

使う 一 P.1 日 


•) は、目の不自。な方へ配慮したものです。 


巧が IJ キー 

食べたい時刻に自動的にげを上 
ばるタイマー予約炊飯のとをに 

使う 一 P.17 



r 保温選択 J キー 

r 巧め巧亂や恼め保亂あ 

選ぶとをに使う 一 P.14 


r と D けし J キ- 

巧作設定の取り消しや作動中の 
お能を中止ずるとさに使ラ 


r 時刻をわせ J キー 

ホ約時刻や現在時刻•キッチンタイマー 
の時間を合わせるとさに使ラ 

-P.16、P.1 ス P.1 日 


-「炊旗/泻加熱」キ— 

燃飯や房加熱するときに 
おラ 



なべを傷めないために 




なべのフッ索被膜は傷がつくと、はがれる原因になりまずので、ていねいなお取り巧いをお巧いします。 
フッ素が巧巧なめないために次のことをお巧0< ださい。 

〈準おのとき> 

• 米に混じっている異物（石など）を取り除しでか5米を巧う 
• 泡立て器などで巧米しない 
• 欺おジャー外では使わない 
• を属製のざるをあてて洗米しない 
〈巧を上びったとき> 

• なべで酢をおせない（すしめしなど） 

• 金属製のおたまは使わない(おかゆなど） 

• たたいた0しない（よそラとをなど） 

〈お手入れのとき〉 

• スフーンや食器類を入れない 
• 調味料を使った場合は、すぐに洗う 
• スポンジなどの柔らかいちので巧ラ 

• シンナー•ベンジン•みびきお•たねし類（ナイ□ン•金属製など)•漂白剤などを使わない 



お知6せ 


己 







米のお話 


米の巧びを 


•米は精米や加工のしかたにより呼びをびかわります。 


r めか層と胚芽」びだんだん除かれてい< 


をみ殻めか届 





獄 

3分づき 

已分づき 

7分づき 

白米 

もみから 

玄米から 

玄米から 

玄米から 

玄米から 

ちみ殻を取日 

「めか置と胚芽」 

「めか層と胚射 

r めか層と胚芽」 

r めか！と胚射 

除し、たもの 

を約3割取り除 

を約已割取り 

を約7割取り 

を完全に取り 


いたもの 

除いたちの 

除いたもの 

除いたをの 


佈>生*" 

白米の表面に 
残る細かいめか 
を取り除いた 
ちの 


はいみ一 

胚す精米 

玄米の胚巧を 
残してめか旧を 
取日除いたをの 


‘胚芽精米は、特殊な精米技術で精米したもので、 
家庭用精米機ではでをません。お米屋さんで、 
ご購入< ださい。 



党す玄米 

玄米を加工して 
胚まの部分が 
膨らんですび 
出る寸前のをの 


‘普通の玄米に比べ、やね5かく食べやすいように 
加工されています。また栄養素の一つである 
ギヤノて(ガンマーアミノ酪齡び、多く含まれてし、ます< 


•この双品は金巧米びおいしくがける r 金な米 J タニューを搭載していまず。 


巧奇米の tt ■は、当 W 品加の 
r 巧が米ミ用 Jit ■■カップを 
必ずご巧用くだミレ、。 

また、水の■は旧おの水の 
目 fi にをわせてくだを1、。 


巧 


r 無を米ま用 J が屋カップ 


r 金さ米 J についてのお旧 I 、ミわせは 
卜一 3— ライスお客様相談室 

雨—0120 -61-7550 

月晒〜を晒曰までの汪〇〇〜17:00 

け旧•祝•篇日および■季•年がおの化業日をおく） 

http://www.toyo-rice.jp/ 




• 陆ま米」は卜ーヨーライス株式を社の登録商標でず。 


おいし<1巧いて • おいし < 巧温 


おいしく巧< 


•米を正しく計る 

必ず付属の計量カッフすりきりで計りまず。計量米びつや市販のカッフに00 mL ) では、差び出まず。 


•モ早<巧う を手早く r 巧引ために、水をためるボウルを届ちしてくださし、。 

① すすぐ 一•最初はたっぶりの水で大きく2〜3回かき 广 _ 

混だ（約1日砂し U 内）、水はすぐに捨てる 1 今^ 

(吕回繰り返す） ^ 

② 洗う 一•手の指を立て、米を30回(約1己砂）かき 0 

混ぜるようにして洗し、、その後たっぶりの ^ 

7火で大きくかき混ぜ、水はすぐに捨てる V - 三 

これを1セツトとして2〜4セツト繰り返す 

③ すずぐ 一•最後にたっぷりの水で手早く吕回すすぐ 
做〜 ③巧 10 分な巧で巧えるようにする） 

♦正しく水加減をずる f 



指をなて、かき 
混ぜるように 


白米無洗米とも2カップのとを 


の種類 

賊米•胚昇ち米 

巧米 

古米•巧巧米] 

水加減 

V 

かな目盛どおり 

水位目盛より 
がなめ 

水位目盛より 
かしをめ y * 


お方ゆ 

1つ 


♦アルカ U 度の強い水を使わない 

アルカ I 」魔の弱い水(日 H 9 U 下)を使用してくだごい: 
黄変したり、ベたつし)たご飯になります。 


口が卢芽おを 

〇_(—3 洗盡 

U — ホ尊 水位目盛の 
--2 専张ィ芭が問まで 
^こ——用は 水を入れる 

1--1 I 

Q 目丄〇が J 


•巧き上ぴつた5、ずぐにほぐず V . ___ …一 、 .y 

熱いうちにご飯初まぐすことでホ分な水分び逃げて、成つく 5おいしくなります。 

炊き上がり10分な巧び目やずです。そのままにしておくとご飯びかたまコたり、ベたつし)たり、編プたりしまず。 
湯田日でが上)で巧ホや水加巧しなし巧ください。ご巧がうまく巧けない原因になります。 


おいし<巧溫 


•なべの中でご飯を巧をずる場合は、がず保温機能を使ラ 

♦差込みプラグを抜いた状態、または、保温を取0消した状態で保温機能を使わずになべの中でご飯を 
保存するといやなにおいの原因になります。 

•ご飯の乾操 • ベちやつき • いやなにおい • 変色を防ぐために、このような保温はしない 

•か量のご飯を長時間保温 
♦ 24 時間 （ r 高め保温」では12時間）公上 

♦ ご飯のつざたし なべ由甘 II - 亞ス 

♦冷めたご飯か!5の瓶 S 

• 炊をこみ•おこわなどの具や調味料を加えて炊いたご飯 ^ 

♦コ□ッケ•みそ汁などご飯ながのをの 

•しゃ6じを入れたまま (( A 

•か量のご飯はなべ中央に盛る 

•保温ずるご飯の量びかなくなった場合は、乾燥したり、ベちやつきやずくなりますので、 

なべ中央に盛って保温してください。 ^/ 



















ご飯の巧ま方 


基本的な巧き方 


♦巧めてお使いになるとまは、なべ•内ぶたセット•蒸なロキャップ•付属品を 
巧ってください。一 P .25 

参ェ巧出巧時の巧巧メニューは r エコ ttcj に設をされていまず。 


巧届の計屋カップで米を計る 

ゾ 

米の計置は、付属の計呈カップを 
用い、すりきりで計ります。 


白米•玄米•発まを米 
-白米用」の計呈カツフで 
お ISOmL (約 1 合） 

^ 米を洗って♦か加減をずる 


米の巧い方 - p .7 r おいしく巧く/手早くなラ J をお 

平らな台の上で、米に水を加えて、炊きたいメニュー • 
米のカツフ数の目盛に合わはてください。一 P .10 
米を平らにならします。 

•水に»をな < てをずぐに巧!けます。 

浸しておくと、みしやわ S かめに巧き上びります。 




咖米•金昇米を巧く場さ] 


ゾ 



r な洗米専用」の計 g カップで 
伽 71 mL (約1合） 


娘米•巧な米を巧く腊 


無な乐(金百樂)のひと技ひとおび 
水になじむよ引こを一3回やをしく 
かを巧せてか3、水加巧をずる 

水位目盛は、白米の場合と同じです。 

♦無な米によっては、精米製法などにより 
米の表面にデンフン質がをく残っている 
場合がありまず。米のデンブン質で、水び 
白くにごっていると期ブ•ふを口ぎれ•巧き 
上がりび悪くなる場合がありまず。 

白くにごるときは、1〜2度水を入れかえて 
ずずぎまも 


3 


なべを本なに入れて、巧ぶたセットと巧巧ロキャップを巧日つけ、 
かぶた巧曲め、是込みプラグを差し込む 


なべが•側•本体庫内‘内ぶたセット • 蒸気ロキャッフの水分や異物を成を取ってください。 


4 



を巧して、タニユーを适ぷ 


巧が米•巧ま米を巧く巧を 


キーを巧すごとに表示部の「▲」び移動します。 


口畑题 lESlM 議き白細! 



mnmmljpmM}] 


^を巧し、巧巧却の▲を 

巧巧米を巧 < とまは nut 巧米 J 、 
金巧米を巧 < とまは r 金昇米"こ 
さねせる 


• r エコ巧巧 J • r 白米/巧まこみ」， r 巧巧米 J • r 巧ぶ快ま j • r 玄米 j • r なを米 j • r 金ま米 j は、 
—度爱んでな巧すると、巧に爱び直して巧巧するまで BE 值されまず。 

• r パン」の作 D 方は P . 12をご夕巧くだをい。 


8 



を巧してくだをい。巧温ランプび扁なしていると r 再加热 J 
に入ります。一 P .1 已 

♦巧巧中に現在時巧を巧りたいとちは r 時刻合わは J キー 
のまたは®を押して < ださい。内藏の U チウム g 油び 
切れて、現を時巧を合わはていないときは、現を時刻は表 
巧をれません。 


♦炊を上びりまでの残り時間(分)は目やす 
です。実族の炊き上げり時間は室温•水温 • 
竜圧•水加巧などによりかねります。 

♦むらしに入ると炊さ上び0までの残り時間 
を調整します。調整の隐、残り時間び一度に 
進んだり、戻ったりする場合びあります。 


6 巧き上がりのゾ□デイー(ブザー)び鳴り、巧温に切りかわった S 

ずぐにご巧をほぐず 

炊を上びると目動的に保測こ移り、保溫ランフび点打、 
r 低側(または r 嵩剧）を表示します。 

保觸織過時間创時間単位 ( h ) で表おしまず。 

すぐにほ々レでホ巧な水か巧巧すことで* 

ご麵のかたまり•ベたコを•焦ばちおをえます。 

•ご飯をほぐずとまは、削だに十分を意して巧ってください。 

•巧湿を取りおして、再び巧湿にすると rohj のま巧に 
戻りまず。 

♦巧 g 巧了時の狂巧さは他の巧知のしかたに切日かえる 
ことびでをまず。 - P .16 



/ 巧用をはを巧し、是込みプラグを巧く 


•炊飯の状態により、炊き上びったご飯の底面がうすく親ブることびあります。 
♦米をつつみこんで炊くた划こ、ご飯の中央部びややくぼむことびあります。 
♦連続して炊 < 場合や保温をやめてすぐ炊く場合は60分政上冷ましてください。 
本体やかぶたの温度び高いとラまく炊けません。 


gsgtgCk '/{ 本体やかぶたを早くおましたい場合、下記の方法をお試しください。 

■なべに巧水を入れ、本体]*巧を巧ゃず 

•かぶたを田け、巧ぶたセット巧はずして放な板巧をます 
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ご飯の巧ま方っヴき 



熟成巧を 

白が （熟成炊を） 白米 0万〜3 

• じつ <0 と時間をかけてザの宮みを 
ひをだずメニユーでず。 

白米急速 

白米 

[ 白米急速) 

白米 0.己〜3 

• 白米を早くげきたいとをに适びます。 
かしかためにげを上びります。 


おかめ 白米/巧洗米〔おかゆ) おかゆ 


推爱米 



玄米 玄米 （玄米） 玄米 0.己〜2 


雑穀米. 
白米/無洗米 


雑穀米 



金す米 金すホ ( 金す米 J 



0.己〜2 


0万〜3 


具は米の質 S 違さ)の30〜5096び 
適量でず。 

具はかさめに切り、米の上にのせて 
米と混だずにのをまず。 

煮えにくし俱は、ややみなめにしてくだ 
さい。 

ff 巧巧は、あ5かじめゆでるなどし、 
化ずなを上ぴってか5加えます。 

玄米•分ゴを米はがけません。 

巧洗米 • 金ま米をお使いになる場合 
でも、 r おかゆ」メニューを還びます。 


雑穀米を混ぜる割合は、炊飯量の1096 
• L 乂下にします。 

雑設の種類や配合によってかたさび 
異なります。 

無巧米•金芽米をお使いになる場合 
でを、 r 铭穀米」メニューを呈口ます。 

金芽米は無洗ザ仕上げです。じつ <0と 
時間をひけてぶつ <ら炊を上げます。 
- P .6 


※白米をお使いになる g 合は r 白米/炊をこ对ゾニュー、巧洗米をお使いになる巧合は r 巧洗米」イニューを選びます。 
(ただし r おか的 - r 推 S 米 J は瓶が偽巧用する場合でも、それぞれ r おか的メニュ ー、 r 猫 e 米」メニューをちんでください。） 


エコ炊飯 


エコ巧飯 


。万〜3 


白米 旧米/炊きこみ） 白米 0万〜3 


白米/無洗米 


〔白米/巧をこお 
または 

r お洗米） 



消費里力星をおさえてご飯を炊を上げ 
ます*かしかために炊左上ぴ D ます。 


具は米の質 S 厘さ)の30〜50兜び 
適置です。 

具はルさめに切0、ホの上にのせてホ 
とおだずに巧きます。 

調昧料はだし汁や水などで巧めて米 
に加え、水加減したあと、なべの底から 
ぶ<おせます。薄めなかった0、よく 
なぜないと焦げびさつくなった0、 
うまく巧けないことびあります。 


ご巧びかたく®じると苗よ、なのようにすると 
やわ5ぎまず。 

♦のを上びつてほぐしてから、しばらく置く 
• あ5かじめ米を浸してから炊巧する 


1回3た0の_ g カップ 

經星力■の_ 1] 日 Wh . 

比 IS L 白米 J _ 137 Wh 

省エネを:特定機器 r 吾気ジヤー巧飯器」の測定方法による数値 


>無洗米 • 金芽ホをお使いの場合は P .8 「無洗米 • 金す米を炊 < 場合」参照 
>おお米•金芽ホの計量は、 r 無洗米専用」の計量カップをご使用 < ださい 





ミ层ぜご巧 


胜ま巧米 


おこね 


押し麦- 
白米/無洗米 


:白米/软きこみ) 

または 

广 織ホ'! 



胚芽精米 I 拍米/炊きこが 


后ホ/巧きこ新 



0.己〜3 


0万〜3 


白識洗米帶 Jil を 

( 無洗米）かし多助 



£^巧サが発す玄米‘ 


〔白米/炊きこみ) 




• 巧し麦をミ居せる割合は、炊お呈の 
2096下にします。 

(例)1カップか巧の場合 

米: 0.8 カップ/巧し麦: 0.2 カップ 

• 洗米は胜芽ぴ取れないよう、宙しく 
手早く洗います。 

啦芽は取れやすいため） 

• 具は水加巧をしたあと、米の上に 
のせまず。 

• 謂味料はだし汁や水などで薄めて 
米に加え、水加おしたあと、なべの 
底か5よく混ぜます。 

<ホ巧をかく場合は> 

あずをはゆでて、あずまと煮汁に 
分け、巧温に巧ましたわのをお使い 
ください。煮汁は水加巧の際に、 

水の代わりに加えてください。 

• タイマー予約炊飯および30分 L リ上 
浸してのげ勘ましなし)でください。 

• 発す玄米の種類によっては、な巧こぼれ 

ゎ片巧ホくかけなし、,—《^«ぁります- 


白米/無洗米 I 


無洗米 




• •■( 一、一 、け 、, 一.一一 •一一 

発芽空;米機を使用して作ったちぎを米 
をお巧いになる巧合のげき方は、誇ま 
宝:ホ椎を販売しているメーカーに直接 
問い合わせてくだちい。 


蘇霉） [3 分づ巧が j ^を米つ 


分づき米 己分 • 

(5 分 .7 分づき） 7 分づき米 


哲ホ米 轉碱こみ) 



0.5〜2 


0方〜2 


茜柄や精米度によっては、ぶきこぽ 
れたり、ラまくがけない場合があり 
まを 

-* 水加巧巧して < だをい 0 


※白米をお使いになる場合は r 白米/巧きこみ J メニュ ー 、巧巧米をお使いになる場合は r 無巧米」メニューをちびまず。 


巧を上が0までの時巧の目やず 


_エ^コ^ か ^巧_約日0分〜己7分_ 

_白_米_約49分〜已7分_ 

_ 狹 _き_こ _み_約49分〜1時間3分_ 

_ m _洗_米_約日已分〜1時間吕分_ 

_ 巧_成_ 炊 _を _約1時間9分〜1時間1日分_ 

_ 白_米_急_速 _約24分〜34分_ 

_お_か_ゆ_約已3分〜1時間1分_ 

を 米 約1時間14分〜1時間22分 

_が_衰_米_約1時間〜1時間11分_ 

_金_ま_米_約1時間9分〜1時間1已分_ 

お こ ね*、 約48分〜1時間1分 

•里圧10 0 V •室温吕〇ご•水温旧での場合。 

•時剧ま炊飯をはじめてか日保温になるまでの時間です。また呈圧•室ミ届•季節•水加減な。こよりかわります。 
♦おこわを白米で巧く場合は r 白米/炊きこみ」メニユ ー 、お洗米で炊く場合は r 無洗米」メニユーを遠択してくださし、 






























パンの作り方発 


作 t ) ちは「お料ちノ-りを^ 
巧してくだをい。一 P - g 卜 R 24 J 


生化を発齡せる 


1 巧備 


おお眉 


2 


生地の表面びなめ 5 かになるようにみめ、 

をわせ目をつまんでしつかりと巧じる 
合わせ目を下にしてなべ中央に画を、かぶたを閉める 


m) を巧して r パン巧辞 J を送び、 f 鐵)を巧ず 


雪 


知 M 巧が 


棚轰テ'時間いぐノ発隨設を可能^範囲 
40分 1分〜60分 


献卸 H 邮 



• 「メニュー」キーを巧してレてン発勘を選ぶと、表示部に調巧時間び表示されます。 

この時間は r パン発酵」メニューの初期表示時間で、「時刻合ね切キーの®または®を巧すことで 
調理時間の変更をすることびできます。 

♦炊飯/再加熱ランプび点阿し、調理開姑のメ □ディー(プザー)び鳴ります。表示部に調 S 完了までの 
目やす時間を表示します。 

•調理中に現御寺刻ぴ知りたいと巧は「時刻合わせ」キーの ( J ) またはのを押してください。 

内蔵の U チウム爾池び切れて、現在時刻を合わせていないと巧は、現な時刻は表巧されません。 

3 発度巧了のゾロディー【プザー)び嗚つた S (とりけし)巧押し、 

発度の巧巧を確認ずる mm ^ 


4 


11次発酵を始めるまえの生地の約2おの大きさになり、強力粉汾置が)をつけた指を善し込んで、指巧びその 
まま残れば1次発酵完了です。指巧が戻る場合は、発酵び不十分なたゆ、手順 2 か5をう一度操作し発酵時間 
を追加して< ださい。 


1次発酵び巧了したを 


を化を手で巧く巧をえてガス巧まをし、ィ〜 2 を再度巧って 
2 次発齡ずる 


ろ発辞な了のゾ□ディー(ブザー)が旧った S (と。け^を 巧し、 
巧辞の巧巧を觸ずる^ 

♦ 2 次発酵を始めるまえの生地の約2倍の大ささになっていれば2次発酵完了です。 


C ぉ知 S せ） 

• 生地は発酵後すぐに次の工程へ進んでください。すぐに次の工程へ進まなし化、ノ くンの 
焼き上がりに影智することびありまず。 

♦調理び終わったあとは必ず r と0けし」キーを巧して < ださい。「とりけし」キーを巧さ 
ないと、生地取り出し忘れのを意を促すためのブプーび3日分ごとに鳴ります。 

♦ 炊飯終了直後に使用する場合や、ご飯の保温をやめてすぐに使用する場合は、日0分 
む上冷まして< ださい。温度び高いとうまく発酵できません。 
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パンの作0方 



2 


競 を巧して r ■パン規き J を适び、 を巧す 



誦白株1(，お). 


ち時間【パン規荀 
45分 

設定可臟範囲 
1分〜60分 


VS 

1 

1 

f 




棚脚拍ぉ II J 

を 


您飯 

ir\ 


• r メニユー」キーを押して「パン焼き」を逞ぶと、表示部に調理時間び表示され F 
ます。この時間はレでン焼き」メニユーの巧巧表示時間で、「時刻合わせ」キー 
の ( S ) または®を巧すことで調理時間の変更をすることびでをます。 

• 炊飯/再加熱ランフび点!0し、調巧開始のメ □ディー(ブヴ ー) び鳴ります。 

表示部に調理完了までの目やす時間を表示します。 

•調理中に現在時刻げ巧りたし化きは r 時刻合ね切キー① ( S ) または®を押してください。 

内蔵の U チウム電池び切れて、現を時刻を合わはていないとをは、現を時 iij は表お巧れまはん。 

病帯皮了の夕□ディー(プザー)が鳴 3 た S (。けし)巧抑ず 

•パンの中央に竹ぐしをさして ■化ぐしにを地がつし、てこなし雁を-焼巧上びつてし、まず。 

焼さ上げりを確認しまず。 •竹ぐしに生地がつし、てくる場合…•’焼き不足でず。手順2からをう一度お作し、 

焼き時間を追加してください。 

4 本化か 3 なべを巧り化し、なべを傾けて巧く括 3 しなが 5 、 / 

パンを上向きのままずベ 5 せるように巧日出ず 

•なべ•パ：/は熱くなつていますので、化ずミトンなどを使用してやけどにごま意くださし、 I 


上面にも規を 6 をごけたい場をは、/じ/をま巧して 
なべに入れ、を S に 1 □分規く 

■貼 jAA •手順2か5もう一度操作し、焼き時間を10分に設定してください。 


ぉ船せ） 

>焼き上びったノ ':ンはすぐになべか！5取り出し、脚つをアミなどにのせて、室温で冷まして 
ください。そのままにしておくと、パンびなべにくっつし)たり、つゆび落ちてベたつし)たり 
する原因になります。 

»調理び終わったあとは必ず r とりけし」キーを巧してください。 r とりけし」キーを押さな 
いと、ノてン取り出し忘れのを意を促すためのブヴーび30分ごとに鳴ります。 

>調理終了後は庫内び熱くなってし巧すので、パンの取り出しは十分注意して行ってくだ 
さい。 

►ノじ/調理後のにおいび気になる場合は、「庫巧のにおいび気になる場合のお手入れ」 
を参照し、お手入れしてください。一 P .2 己 


口。漏こ扣故 


技々巧 IIX 巧 X 


ESP 

柳1 



口。助!版な)獻妨 (3 助 U | 


献巧曲)!巧 S 面/1 
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おゆな温高めな 

ほ巧,に r 巧活巧が J キ■巧巧ずと、 
r 巧めほな J 特 r 宜め瓶 BJ が切りかえ 
5れまず。 

•次の巧合、 r 巧細択 J キーを巧しても唯め巧温 J はちべません。 

ブヴーびおり、自動的に r 高め保温 J になります。 

• 「おか脚玄米」■「雑穀米修ニューで炊飯した場合 
• 保温開始から1吕時間経過した場合 

• 保温のとりけしや停電などで、なべの温度びおくなっている場合 
•工場出荷時は唯め保温」に設定されています。 

•お手入れ不足、季節や住房境によるま温、かぶたの開閉、米の種類、洗米方法などにより、雑菌がを確しやすくなり、 
いやなにおし1が発生する場合があります。 

におし伯;気になる場合は、 P .2 己 r 内側のお手入れ」を行った歡 r 高め保通」をお巧しル巧:だくと効果的です。 



低めほ温 


•满 m 力がかなく、省エネルギー 

•かレ巧めの温•でな活することによ0、ご度の巧化(巧燥•化)ぴ少ない 


♦24 時旧な上が温しなし、でくだをし、。 

♦巧き上ぴりか S 呂4時間経恩すると r 离め保温 J に白動的に切りかわ0ます。 



高め巧通 


•かし]■めの通 S で保通ずることにより*ご霞のにおいの発生を 
おさえる 


♦ r 巧きこみ」. r おこわ J - r 発まを米 J . r 分づき米巧分づき•己分づきク分づき ) j 
をな活ずるな合は r なめ巧活」にしてくだをし、。 

(いやなにおいの発生をおさえます。） 

• r なめ巧活 J で巧活した巧合でも、ち時旧(に時旧な上)巧活ずると、ご巧の 

楽化によるにおいが発生ずることびあります。 E 


错縱づ 


(とりけし) 


口 M 疆原 


獅规胜 in 


r 巧妊♦「おめ保ミ品」と r 高め保温」は、一度運んで保温ずると次に選び直して保温ずるまで記憶されます。 
、 WW 一ー ノ 自動的に「高め保温」に移った場合は、記憶されません。 

♦保温中に現在時刻を知りたいときは、 r 時刻合わせ」キーの®または®を押して < ださい。 

をラー度 r 時刻合わせ」キーを巧すと、保温経過時間に戻ります。保温経過時間の表示に戻さない 
場合は、次に炊飯しても表示しません。切りかえは、な温中しかできません。 

•なべの中でご飯をな存する場合は、必ず保温機能をお使いください。 

• r パン発勘. r パン焼き」メニューは保湿できません。 
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あつたか再加熱 


巧通,（ほめ巧通•有め巧通)に巧。しまず。 


♦巧温中のご飯を加熱し、よりあたたかぐでをます。 

特にほゆ巧温中はがしほめの温度になっていまずので 
再加熱を利用ずると食べごろの通度になります。 


:巧巧/号蝶 


疆歴^脚* itts B 棚 T ] (モ巧))件巧巧 

I X liii. 


^辦巧 K が巧 出瓜1»巧 I 


r 巧 ffi / 再加熱林- 


巧通中のご巧をほぐし、平5にならず 

»ご飯びかたくなったり親プたりすることびありまずので必ずほぐしてくだ 
さい。 

• か量のご飯を再加熱するときは、茶わん1杯(約旧〇邑)当たり大さじ1の 
巧ち水をしてよくほぐし、なべ中央に盛るとご飯の乾燥びやわらぎます。 

•ご飯をほぐすときは、やけどに十分を意して行ってください。 




口が臟がお白細 



み拓 
vfiiDi . 


("輸 


獅が阳 It 紐！! I お爾拍 II 

I 保温ランフび点好していなし化きに r 炊飯/再加熱」キーを巧ずと炊飯を行し、まず。 

必ず保温ランフが点口してし、ることを確認してから、 r 炊飯/再加熱」キーを巧してくださし、。 


夕ごおをほぐず 

♦底の M がかしかた< 


♦底のご飯びかしかたくなることびありますので、ご飯全体をよ < ほぐし、平らにします。 
♦ご飯をほぐすときは、やけどに十分を意して巧ってください。 


再加巧を中止して巧り消しが想にしたいとき 

•r とりけし」キーを押す 

再加热巧中止して保温にちしたいとき 

- r 保温選択」キーを巧ず 

次の巧合はち加おしないでください 

•白米政かのとき(お焦げや変色の原因） 

•再加熱の繰り返し(お焦げや乾燥の原因） 

-ご飯の童び白米の水位目盛2凹上あるとさ(十分あたたまらなしり 
-ご飯び冷たいと志またはなベの温度び低いとき 
(お焦げやにおいの原因、またはご飯びかた < なる原因） 












